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研究成果の概要（和文）：新技術のライセンスにおいて，特許権所有者と需要者の間で交渉が行

われる状況の理論モデルを構築し，それを基に，ゲーム理論の解の一つである「間接安定集合」

を用いて，「特許の藪」及び「アンチコモンズの悲劇」を回避しうるような新技術の生産およ

びライセンスによる流通の可能性を研究した。さらに，その結果の有効性を，被験者を用

いた実験および計算機実験により検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：We propose a cooperative game model of licensing that explicitly 
takes into account the negotiation between the licensor and possible licensees. Using 
this model, we study a mechanism that could avoid the “patent thicket” and the “tragedy 
of anti-commons” in licensing new technologies.  We examine the validity of the 
mechanism thorough experiments and computer simulations. 
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１．研究開始当初の背景 
新技術の生産および特許権のライセンス

を通しての流通についてのゲーム理論的分

析は，1980年代に非協力ゲーム理論を用いた

研究が世界的に精力的に行われた。その後し

ばらく新たな理論的発展は見られなかった

が,新製品の製造・販売に多数の特許がかかわ
るいわゆる「特許の藪」により新製品の流通

が妨げられる「アンチコモンズの悲劇」の問

題の解決など実社会の要請も強く，2000年代

に入って再び研究が活気を帯びてきた。わが

国においても実証を中心にこの分野の研究
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が行われ始めていたが，理論的な研究はほと

んど行われていなかった。 
研究代表者武藤は，平成12～15年度，16～

19年度の科学研究費補助金研究において，情

報の流通，公共財供給などさまざまな社会的

ジレンマ的状況に対して,ゲーム理論におけ
る間接安定集合の理論を用いることにより，

各主体が個人合理的な行動をとったとしても

社会的に望ましいパレート最適な状態を達成

しうることを理論的に明らかにした。さらに

その結果に基づき，今回の研究分担者である

大和とともに，ジレンマ回避のためのシステ

ムを設計し，被験者を用いた実験によりその

有効性を検証した。武藤は，一方1980年代か

ら90年代初めにかけて，新技術の流通の問題

を非協力ゲーム理論を用いて分析し，一括支

払方式，従量方式などさまざまなライセンシ

ング方式の比較検証を行った。さらに，2000

年代に入ってからは，今回の研究分担者渡邊

とともに，交渉を通してのライセンスを協力

ゲーム理論を用いて分析し，ライセンス方式

と特許権所有者の利得，社会的余剰との関連

などについて，非協力ゲーム理論による分析

では明らかでなかった新たな知見を得た。 
 
２．研究の目的 
 今回の研究の目的は，１で述べたこれまで

の研究を統合し，間接安定集合の考えを用い

ながらアンチコモンズの悲劇を回避しうる新

たな新技術流通の可能性を研究し，被験者を

用いた実験，計算機実験などを通してその有

効性を検証することである。 
 
３．研究の方法 
（1）価格提示方式のライセンスに関する非

協力ゲームによる研究 
①これまでの理論的研究をサーベイし，その

結果を被験者を用いた実験，計算機実験によ

り検証する。 

②新技術の生産を含めた理論モデルを構築

し，被験者を用いた実験，計算機実験により

検証する。 
(2) 特許所有者と需要者の間で交渉が行われ
る状況の協力ゲームの観点からの研究 
①これまでの研究をさらに推し進め，その結

果を被験者を用いた実験，計算機実験により

検証する。 
②新技術の生産を含めた理論モデルを構築

し，被験者を用いた実験，計算機実験により

検証する。 
（3）「アンチコモンズの悲劇」を回避しうる

ような新技術の生産およびライセンス方法

の研究 
①「特許の藪」，「アンチコモンズの悲劇」に

関する資料収集，実証研究のサーベイを行う。 
②間接安定集合の考えに従って特許所有者

と需要者が行動する場合に，「アンチコモン

ズの悲劇」を回避しうるような新技術の生産

およびライセンスによる流通が行われるか，

その可能性を研究する。 
③被験者を用いた実験，計算機実験を繰り返

し行い②で得られた結果の有効性を検証す

る。 
 
４．研究成果 
（1）価格提示方式によるライセンスと特許

所有者と需要者の間の交渉を取り入れたラ

イセンスの比較 
①市場に非常に多くの企業が存在する場合

には，交渉によるライセンスは価格提示方式

のライセンスと全く同じ結果を導くことを

理論的に示した。 
②さらに企業の数が非常に多い場合におけ

る企業行動のシミュレーションによる分析，

オークションによるライセンス制度の分析

を行い，交渉によるライセンス契約との比較

を行った。 



 

 

③以上の結果を実験を用いて検証した。 
（2）「特許の藪」および「アンチコモンズの

悲劇」の分析 
①資料の収集によって実態を明確に把握し，

実証研究のサーベイを行った。 
②「特許の藪」が発生するメカニズムの分析

をもとに，どのような状況であれば，「特許

の藪」が「アンチコモンズの悲劇」をもたら

すかを詳しく検証し，計算機を使用した数値

計算，シミュレーション実験による分析を行

った。 
③「アンチコモンズの悲劇」がもたらされる

状況においてパテントプールの制度が有効

に働くかどうかを，集団的な協力体制が維持

されるコモンズ，ROSCA（講）の維持などの

研究を参考にしながら，理論的に詳しく検討

した。 
④間接安定集合の考えを用いて，「アンチコ

モンズの悲劇」を回避しうるような新技術

の生産およびライセンスの可能性を考察し

た。 
⑤ ④の結果の有効性を，被験者を用いた

実験および計算機実験により検証した。 
（3）2011 年 3 月にゲーム理論の国際会議を

開催し，協力ゲームと特許ライセンスについ

て，これまでの研究成果を発表し，参加者と

の議論を通して今後の研究の方向性を探っ

た。 
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